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新緑の季節になりましたが、最近は春の心地よい季節が短くなったよう
な気がします。
先日、母と道の駅「浪江」でランチをしました。11時ちょっと過ぎに到着し
たのに、すでに満席で席を確保するのに苦労しました。隣の席との間が
あまりなかったので、隣席の方の会話も丸聞こえです。隣の席は母親と息
子らしく、なみえ焼きそばを食べていたのですが、それを食べるのは数回
目のようで、「初めて食べたときほどの感動はないけど、やっぱり美味しい
ね〜」という話をしていました。
なるほど、私も昔々、上野の風月堂でプリンアラモードを初めて食べたと
き、めちゃくちゃ美味しくて、その時の感動が忘れられず、再訪した際に
は、以前ほどの感動はなく、普通に美味しかっただけだったことを思い出
しました。その時は体調のせいかと思っていましたが、初めての時と2回
目の時では感じ方が違って当たり前なのかもしれませんね。
その帰り道には、浅野撚糸のフタバスーパーゼロミルに寄りました。工
場はお休みでしたが、記念にタオルを1枚購入し、富岡ではほぼ満開の
桜を見ることができて、久々に充実した休日を過ごすことができました。

売買部：満山 ひろみ

5月5日の端午の節句には、古くから「菖蒲湯（しょうぶゆ）」や「菖蒲酒（しょうぶざ

け）」といった風習が受け継がれてきました。どちらも、邪気を祓い、無病息災を願う

という意味が込められています。菖蒲湯は、菖蒲の葉をお風呂に浮かべて入浴する

習慣で、江戸時代中期ごろから5月5日に行われるようになりました。菖蒲には血行

促進やリラックス効果があるとされ、体を温めながら季節の変わり目の不調を整える

助けになります。香りをより楽しみたい方は、葉を刻んでネットに入れてお湯に浮か

べるのがおすすめです。

菖蒲酒は、奈良時代に生まれたといわれる伝統の薬酒。酒に菖蒲の葉や根を浸し、

その香りとともに季節の節目を味わいます。古来より「邪気を祓い、万病を防ぐ」と信

じられ、心身を清める儀式としても親しまれてきました。いずれも、自然の恵みとと

もに健やかに過ごすという日本の知恵が込められた風習です。

㈱いわき土地建物では、いわき市内で
空家や空室、空地の管理を承っております。

空家、空地のお悩み、ございませんか？

㈱いわき土地建物 売買部

一言コラム

「菖蒲湯と菖蒲酒 」
〜端午の節句に込められた願い〜


